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古
室
山
古
墳
を
登
っ
て
、
墳
丘
か
ら
の
景
色

今月の
　記念日

　理不尽なハラスメントや性加害に対して、これまでなら泣き寝入りを余儀なくさ
れていた被害者から次々に声が上がる中、「これは私の話だ」と連帯が広がり、社
会を変えようとしています。80人のフジテレビ労組は500人を超えたといいます。
勇気をもって声を上げましょう。ヨーコ・オノも「あなたの人生が変わったら、私
たちの世界も変えることができるわ」と語っています。

　おでんに息を吹きかけ冷まそうとする「ふーふーふー」が由来です。越乃おでん会が制定し、日本記念日協会
が認定・登録しました。おでんの起源は室町時代で、当時流行の「豆腐田楽」がルーツ。江戸時代後期に現代
のおでんの姿になったそうです。さらに家庭料理として定番になっています。「関東風」は、濃口醤油とかつお
節で具材を煮込んで染み込ませ、大根や昆布など定番具材にすじ・ちくわぶ・練りものを入れます。「関西風」
は、昆布出汁に薄口醤油で具材をあっさり煮込んで、牛すじ・クジラ・練りもので味に深みが出ておいしいで
す。長いおでんの歴史に思いをはせ、当日は自分の好きなおでんをメニューにしてはいかがでしょうか。

世界を動かそうと思ったら
まず、自分自身を動かせ ２月22日

おでんの日

　

孤
独
に
生
き
る
中
年
労
働
者
の
ラ
ブ
・
ス

ト
ー
リ
ー
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ヘ
ル
シ
ン
キ

が
舞
台
で
す
。

　

ス
ー
パ
ー
の
食
品
売
り
場
で
働
く
契
約
社

員
ア
ン
サ
と
、
お
酒
が
手
放
せ
な
い
工
場
労

働
者
ホ
ラ
ッ
パ
、
二
人
は
職
場
の
友
人
に
誘

わ
れ
て
行
っ
た
パ
ブ
で
初
め
て
出
会
い
、
お

互
い
に
惹ひ

か
れ
あ
い
ま
し
た
。
ア
ン
サ
は
職

場
で
賞
味
期
限
切
れ
の
食
品
を
持
ち
帰
る
と

こ
ろ
を
警
備
員
に
見
つ
か
っ
て
馘く
び

に
な
り
、

次
に
働
き
始
め
た
バ
ー
で
ホ
ラ
ッ
パ
と
再
会

し
、
映
画
館
で
デ
ー
ト
し
ま
す
。
ホ
ラ
ッ
パ

も
勤
務
中
の
飲
酒
が
ば
れ
て
馘
に
な
り
、
そ

の
後
も
一
向
に
二
人
の
関
係
は
深
ま
ら
な
い

ま
ま
。
よ
う
や
く
ア
ン
サ
に
自
宅
に
招
か
れ

二
人
で
食
事
を
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す

が
、
ホ
ラ
ッ
パ
の
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
が
ア

ン
サ
に
ば
れ
て
追
い
出
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
真
剣
に
断
酒
を
決
意
し
、
再
び
ア
ン
ナ

に
連
絡
を
取
る
ホ
ラ
ッ
パ
で
し
た
が
…
。

　

巨
匠
ア
キ
・
カ
ウ
リ
ス
マ
キ
が
、
２
０
１

７
年
の
引
退
宣
言
後
に
監
督
・
脚
本
を
手
が

け
た
作
品
で
す
。
セ
リ
フ
は
少
な
く
、
会
話

も
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
、
感
情
表
現
も
非
常
に
少

な
い
の
で
す
が
、
随
所
に
ユ
ー
モ
ア
が
ち
り

ば
め
ら
れ
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
と
は
少
々
味

わ
い
が
違
う
ラ
ブ
コ
メ
で
す
。
都
会
の
片
隅

で
ひ
っ
そ
り
と
生
き
る
男
女
に
光
を
当
て
た

佳
作
で
す
。
切
な
さ
と
可お

か笑
し
さ
が
な
い
ま

ぜ
で
、
い
つ
し
か
ふ
た
り
の
世
界
に
引
き
込

ま
れ
、
観
終
わ
っ
た
後
は
温
か
い
気
持
ち
に

包
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
て

く
る
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
ニ
ュ
ー

ス
が
、
こ
の
作
品
が
現
代
の
物
語
で
あ
る
こ

と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
の
公
開
は
２
０
２
３
年
末
。
批
評

家
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
た
作
品
で
す
。

ソクラテス

（紀元前470年～紀元前399年　　古代ギリシャの哲学者）

悲
劇
と
喜
劇
の
間
を
さ
ま
よ
い
歩
く

現
代
の
恋
の
お
と
ぎ
話

ヤンニョムチキン

貝塚市職労　瀬戸　真一さん

協力：現業評議会・給食部会

大
坂
夏
の
陣
の
古
戦
場

文
楽
の
舞
台
で
も
あ
る
道
明
寺

　

近
鉄
南
大
阪
線
「
阿
部
野
橋
駅
」
か
ら

準
急
で
４
つ
め
「
道
明
寺
駅
」
で
下
車
し

ま
す
。
東
に
石
川
が
流
れ
、
大
坂
夏
の
陣

で
道
明
寺
の
合
戦
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。
商
店
街
を
歩
い
て
行
く
と
、
道
明
寺

天
満
宮
と
道
明
寺
が
右
手
に
見
え
ま
す
。

文
楽
「
菅す
が

原わ
ら

伝で
ん

授じ
ゅ

手て
な

習ら
い

鑑か
が
み」
二
段
目
・
道

明
寺
の
舞
台
で
も
あ
り
ま
す
。

　

道
明
寺
天
満
宮
の
入
り
口
に
「
Ｍ
Ｏ
Ｎ

Ｚ
Ｅ
Ｎ
」
と
い
う
お
店
が
で
き
て
、
フ
ル

ー
テ
ィ
な
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
「
道
明
寺
麦

酒
」
を
売
っ
て
い
る
し
、
道
明
寺
の
前
に

は
「
玄
米
食
堂
す
み
れ
」
や
、「
Ｃ
Ｏ
Ｃ

Ｃ
Ｏ
Ｙ
Ａ
（
こ
っ
こ
や
）」
と
い
う
パ
ン

屋
さ
ん
な
ど
、
若
い
人
も
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。
春
に
は
道
明
寺
天
満
宮
の
梅
園
、

道
明
寺
の
「
金
魚
葉
椿
」、
そ
の
後
は
桜

が
彩
り
を
添
え
ま
す
。

世
界
文
化
遺
産
の
古
墳
群
で

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
散
策
も

　

国
道
１
７
０
号
旧
道
を
渡
り
さ
ら
に
西

へ
行
く
と
「
修
羅
」
が
発
掘
さ
れ
た
三
ツ

塚
古
墳
が
左
に
、
仲
な
か
つ
ひ
め
の
み
こ
と
り
ょ
う

津
媛
御
陵
が
右
に
あ

り
ま
す
。
仲
津
媛
御
陵
の
向
か
い
に
古
室

山
古
墳
が
あ
り
、
梅
・
桜
が
美
し
く
、
秋

に
は
ど
ん
ぐ
り
拾
い
と
楽
し
い
古
墳
で
、

な
に
よ
り
墳
丘
に
登
れ
る
の
が
い
い
。
こ

こ
は
藤
井
寺
市
で
一
番
高
い
と
こ
ろ
、
遠

く
ハ
ル
カ
ス
も
見
え
ま
す
。

　

登
れ
る
世
界
遺
産
、
あ
っ
た
か
く
な
っ

た
ら
ど
う
ぞ
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

126

遠くにハルカスをのぞむ
「登れる世界遺産」の古墳

作り方

①鶏肉は、一口大の大きさに切る。
②塩・コショウで下味をつけ、片栗粉をまぶす。
③180℃の油で５分くらい揚げる（目安は、鶏肉が浮いてきたら）。
④�みりん・砂糖・ケチャップ・コチュジャンを火にかけて混ぜ、たれを
つくり、揚げた鶏肉にからめたら、できあがり♥

材料（４人分）

■�鶏肉240ｇ、塩・コショウ少々、片栗粉大さじ４杯、油適量
　たれ（�みりん大さじ１杯半、砂糖大さじ１杯、ケチャップ大さじ２

杯、コチュジャン小さじ２杯）

道明寺と
その界隈
藤井寺市

「枯れ葉」「枯れ葉」


